
プレディップへの二酸化塩素利用時の注意点 

 

１． 二酸化塩素は腐食性がつよく、利用するディッピング容器の傷みが早まる可能性が 

あります。 

 

２． プレディップにおいて、フォーマ―を利用している場合は、塩素用のポンプに変更する

必要があります。通常のポンプを使う場合、早く劣化してしまいます。 

 

３． プレディップにおいて、フォーマ―を利用する（発泡剤を併用）場合、二酸化塩素の濃

度の低下が早まります。有効持続時間は５日間くらいが目安になります。 

 

 

４． 特定の発泡剤を利用できるのか、調査中です。近く報告いたします。 

 

５． 二酸化塩素を水で溶解してそのまま利用すると、その活性は長く続きます。 

 

６． 保管は、遮光容器の利用が望まれます。 


